































































荒川区は東京 23区の東北部に位置しており，総面積は 10.20 km2，広さは 23区中 21番目である。
人口は平成 21年 1月に 20万人を超え，平成 24年 9月 1日段階で，合計 205,679人，そのうち，外
39在日中国人児童の支援活動における留学生の役割（孫）

























2011年度  6人 五峡，原中学校，六日
2012年度 13人 尾久西，赤土，ひぐらし，五峡
計 41人 13校（2回以上重複の場合は 1回で計算する）























番号 留学生 性別 当時所属 支援対象者 支援期間 支援活動
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2012
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